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1――はじめに 

 

マスク着用について、国は、2022年 5月に屋外では原則不要、屋内でも距離が確保でき会話をほ

とんど行わない場合は不要との見方を示し、場面に応じた適切な着脱を促してきた1,2。さらに、2023

年の 5月には新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類を季節性インフルエンザと同じ「5類」

に移行することが予定されている3。それに先立ち、3月 13日以降は、屋内外を問わず、マスク着用

は個人の判断で行う4こととなった。文部科学省は、学校の卒業式について児童生徒と教職員は「着

用せずに出席を基本」とする通知を教育委員会などに出した。緩和日より前に式がある場合も出席時

の着用は求めていない5。 

ニッセイ基礎研究所では、2022年 10月にマスク着用について、子育て世帯を対象にインターネッ

ト調査を行った6。大人と子どもが、それぞれどのように感じているかは「子育て中の親はマスク着

用をどう感じているか？」「小・中学生は、マスク着用をどう感じているか？」で、大人と子どもの

違いは「マスク着用において、子どもは大人よりも周囲に合わせる傾向」で紹介した。 

マスク着用について、個人の判断と言っても、子どもは家庭の判断に依存する可能性がある。そこ

で、本稿では、親子がマスク着用について、どの程度似た（あるいは異なった）考え方をもっている

のかを紹介する。 

 

 

 
1  厚生労働省「屋外・屋内でのマスク着用について」（https://www.mhlw.go.jp/content/000942601.pdf 2023年 2月 17日アク

セス） 
2  厚生労働省「子どものマスク着用について」（https://www.mhlw.go.jp/content/000942602.pdf 2023年 2月 17日アクセス） 
3  2023年 1月 19日 日本経済新聞「コロナ「5類」今春移行へ、20日に閣僚協議 政府」等 
4 2023年 2月 10日 日本経済新聞「マスク「個人判断」3月 13日から 政府、屋内外問わず」等 
5  文部科学省「卒業式におけるマスクの取扱い等について」（https://www.mext.go.jp/content/20230210-mxt_kouhou01-

000004520_1.pdf  2023年 2月 17日アクセス） 
6  本研究は、公益財団法人かんぽ財団令和 4年度の助成による成果である。記して深謝する。 
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2――調査の概要 

 

本稿で使用したデータは、ニッセイ基礎研究所が、小学生から中学生の子と同居する全国の 24～

64歳の男女と、その小学生から中学生の子を対象に、2022年 10月に実施したインターネット調査に

よって得られたものである。有職男性：無職男性：有職女性：無職女性の割合が、なるべく全国の分

布7に近づくように配信し、1000組の親子から回答を得た。 

本稿では、マスクをつけることについて感じていることに回答することを承諾した 865人の子8

と、その親を対象に分析を行った。 

 

3――大人と子どもの考え方の違い 

 

1|大人（親）と子どもでマスクをつけたい理由に違い 

小中学生と同居する親とその小中学生の子に対して、マスクをつけることについて感じていること

として、つけたくない理由とつけたい理由を親と子、それぞれに対して提示し、それぞれあてはまる

意見をすべて選んでもらった。親と子に提示した意見は、おおむね同様の内容とした。 

因子分析の結果（最終ページを参照のこと）を参考にすると、マスクをつけることについての考え

方は、「つけたくない（暑い、面倒）」「つけたくない（コミュニケーション）」「つけたい（感染予

防）」「つけたい（周囲の目）」「つけたい（落ち着く、はずかしい）」の５つと、「その他・特に感じる

ことは無い」の計 6つのグループに分けることができた（図表 2）。親子の考え方の比較を単純化す

るために、以下では、個々の選択肢ではなく、６つのグループ別に比較する。 

マスクについて感じていることを、親と子で比較したところ、「つけたい（感染予防）」は親（大

人）が高く、「つけたい（周囲の目）」は子が高かったが、「つけたくない（暑い、面倒）」「つけたく

ない（コミュニケーション）」「つけたい（落ち着く、はずかしい）」は同様だった9（図表 1）。 

 

図表1.マスクについて感じていることの親と子の比較 

 
（注）*** p<0.01、** p<0.05、* p<0.1 

 
7  令和 3年国民生活基礎調査の児童有の人の有職・無職分布。 
8  任意の協力の下、調査会社のモニター会員を対象にして行った調査であること、子の年齢や性別について回収時に分布の調整

等は行っていないことから、本調査に回答した子の分布は必ずしも日本全体の小・中学生の分布を示しているとは限ら

ない点に注意が必要である。 
9  詳細は、村松・岩崎「マスク着用において、子どもは大人よりも周囲に合わせる傾向」をご参照ください。 
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図表２.マスクについて感じている６つのグループ 

 

 

 

2|親子でマスク着用に対する考え方は似ている  

それでは親子で考え方は、どの程度似ている、または異なるのだろうか。 

親の考え方（6グループ）別に子の考え方をみると（図表 3）、親が「つけたくない（暑い、面

倒）」にあてはまると、その親の子の 76.4％が「つけたくない（暑い、面倒）」にあてはまり全体の

60.0％を大きく上回る。また、親が「つけたい（感染予防）」にあてはまると、その親の子の 52.8％

が「つけたい（感染予防）」にあてはまり全体の 31.3％を大きく上回る。他の考え方も同様で、親の

考え方と子の考え方はとてもよく似ている。 

 

 

図表3.親の考え方の違い別 子の考え方 

 
（注）「子ども全体」と比べて 10 ポイント以上高いセルにピンクの網掛け、10 ポイント以上低いセルに青い網掛け 

 

 

子の性別や年齢を考慮したうえで詳細をみるために、子の考え方を被説明変数とし、子の性、年

齢、親の考え方（6つのグループ別にあてはまるか否か）、および、アンケートを回答するにあたり

どの程度親が関与したかを説明変数として、線形確率モデルで推計した。親の性、年齢は調整変数と

して投入した。アンケートを回答するにあたっての親の関与は、「本人が回答し、本人が入力した

（48.9％）」「本人の回答を、親が入力した（49.6％）」「本人の立場に立って、親が回答した

つけたくない(暑い、面倒)：

大人：「暑い、息苦しいからつけたくない」「めんどくさいからつけたくない」、

子ども：「あつい、いきぐるしいから、つけたくない」「めんどくさいから、つけたくない」のいずれかを回答している場合に１

つけたくない(コミュニケーション)：

大人：「周りの人とはなしをしにくいからつけたくない」「自分の顔がみてもらえないからつけたくない」「みんなはずしているからつけたくない」、

子ども：「まわりのひととはなしをしにくいから、つけたくない」「じぶんのかおがみてもらえないから、つけたくない」「みんなはずしているから、つけたくない」のいずれかを回答している場合に１

つけたい(感染対策)：

大人：「感染予防（自分がかからないため）のためつけたい」「感染予防（他人に移さないため）のためつけたい」、

子ども：「ほかのひとからびょうきがうつりそうだから、つけたい」「ほかのひとにびょうきをうつしそうだから、つけたい」のいずれかを回答している場合に１

つけたい(周囲の目)：

大人：「はずすとまわりのひとにいやがられるからつけたい」「みんなつけているからつけたい」「職場・地域のルールだからつけたい」、

子ども：「はずすとまわりのひとにいやがられるから、つけたい」「みんなつけているから、つけたい」「はずすとおこられるから、つけたい」のいずれかを回答している場合に１

つけたい(落ち着く、はずかしい)：

大人：「自分の顔が見えにくくなるからつけたい」「落ち着くからつけたい」、

子ども：「はずかしいから、つけたい」「おちつくから、つけたい」のいずれかを回答している場合に１

その他・特に感じることは無い：

大人：「その他」「特に感じることは無い」、

子ども：「そのた」「とくにかんじることはない」のいずれかを回答している場合に１

つけたくない（暑

い、面倒）

つけたくない（コ

ミュニケーション）

つけたい（感染予

防）

つけたい（周囲の

目）

つけたい（落ち着

く、はずかしい）

その他・特に感じ

ることは無い

子ども全体（図表１ 子の回答(％)再掲） 865 (100.0) 60.0 19.3 31.3 36.3 14.7 9.5 (%)

親が、つけたくない（暑い、面倒） 530 (61.3) 76.4 21.9 27.2 38.9 13.2 4.9

親が、つけたくない（コミュニケーション） 164 (19.0) 70.1 48.8 36.0 37.2 17.7 3.0

親が、つけたい（感染予防） 386 (44.6) 57.8 17.1 52.8 46.1 19.4 5.4

親が、つけたい（周囲の目） 276 (31.9) 59.4 18.8 42.0 60.9 22.8 4.3

親が、つけたい（落ち着く、はずかしい） 132 (15.3) 53.0 28.0 40.9 49.2 28.8 6.1

親が、その他 78 (9.0) 34.6 3.8 7.7 9.0 9.0 50.0

ｎ

子　の　考　え図表1

親の回答

(％)再掲
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（1.5％）」で、本稿では、「本人が回答し、本人が入力した」を「関与なし」、「本人の回答を、親が

入力した」「本人の立場に立って、親が回答した」を「関与あり」とした。 

結果は図表 4に示したとおりである。子の性別、子の年齢、回答における親の関与、親の性別、親

の年齢を調整しても、なお、親と子で似た考えを回答していることがわかる。家庭内で新型コロナウ

イルス感染症について、あるいはマスク着用等の対策について話す中で、子どもの考えも決まってい

くものと思われる。 

また、親の考えを考慮しても、女の子の方が「つけたい（周囲の目）」や「つけたい（落ち着く、

はずかしい）」といった考えを持ちがちであること、年齢が大きい子の方が「つけたくない（暑い、

面倒）」や「つけたい（周囲の目）」、「つけたい（落ち着く、はずかしい）」と考えがちであることが

わかる。 

回答における親の関与をみると、「つけたくない（コミュニケーション）」は、親が関与している場

合にあてはまり、「つけたい（落ち着く、はずかしい）」は親が関与していない場合にあてはまる傾向

がみられた。親が子の考えをすべてわかっているわけでもない可能性がある。「つけたくない（コミ

ュニケーション）」は、子どもの話等から、親が推測し懸念している可能性が考えられる。また、「つ

けたい（落ち着く、はずかしい）」は、日ごろ子どもが親に訴えることが少ないのかもしれない。 

 

 

図表4.子の考え方を被説明変数とする回帰分析の結果（865組の親子） 

 
（注 1）*** p<0.01、** p<0.05、* p<0.1、＋ p<0.15 

（注 2）親の性、年齢を調整済 

（注 3）説明変数として使用していない変数は「－」とした 

 

頑健な標準誤差 頑健な標準誤差 頑健な標準誤差

子の性別（女子ダミー） -0.0155 (0.0288) 0.0411 (0.0310) -0.027 (0.0307)

子の年齢 0.0093 + (0.0063) 0.0046 (0.0068) -0.0051 (0.0064)

回答における親の関与（関与あり＝1） 0 (0.0299) 0.0845 *** (0.0323) 0.0418 (0.0314)

親の考え方 つけたくない（暑い、面倒） 0.3877 *** (0.0304) ― ―

つけたくない（コミュニケーション） ― 0.3492 *** (0.0349) ―

つけたい（感染予防） ― ― 0.4242 *** (0.0321)

つけたい（周囲の目） ― ― ―

つけたい（落ち着く、はずかしい） ― ― ―

その他・特に感じることは無い ― ― ―

決定係数

頑健な標準誤差 頑健な標準誤差 頑健な標準誤差

子の性別（女子ダミー） 0.0451 * (0.0242) 0.0195 ** (0.0253) -0.0124 (0.0182)

子の年齢 0.0082 * (0.0049) 0.0055 *** (0.0058) -0.0005 (0.0041)

回答における親の関与（関与あり＝1） -0.0325 (0.0251) -0.0273 ** (0.0266) -0.0074 (0.0179)

親の考え方 つけたくない（暑い、面倒） ― ― ―

つけたくない（コミュニケーション） ― ― ―

つけたい（感染予防） ― ― ―

つけたい（周囲の目） 0.1521 *** (0.0415) ― ―

つけたい（落ち着く、はずかしい） ― 0.3575 ** (0.0412) ―

その他・特に感じることは無い ― ― 0.4499 *** (0.0569)

決定係数

つけたくない（暑い、面倒） つけたくない（コミュニケーション） つけたい（感染予防）

つけたい（落ち着く、はずかしい） その他・特に感じることは無い

0.184

係数係数係数

0.176 0.132

0.044 0.138 0.195

つけたい（周囲の目）

係数係数係数
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4――おわりに 

 

本稿では、マスク着用に関する親子の回答を比較した。その結果、親子で似た考えを持っている

（家庭の方針がある）ことが推測された。ただし、親が子の考えをすべてわかっているわけでもない

可能性がある。 

大人は、自分自身の判断と職場等周囲の状況に応じてマスクを着脱しうるが、子どもは自分自身の

判断以外に学校等周囲の状況、さらに親（家庭）の言いつけを守ろうとすることから、大人よりは制

約が多くなるのかもしれない。家庭でも、子どもが周囲との関係で嫌な思いをしないよう着脱それぞ

れのメリットを伝えつつ、子どもの考え方や家庭の考え方を探っていくことが必要になるだろう。 

 

 

 

参考――因子分析の結果 

 

大人と子どもに提示した意見のうち、「（13）その他／そのた」「（14）特に感じることは無い／とく

にかんじることはない」を除く 12個の意見を投入し、因子分析を行った結果を図表 4に示す。選択

肢の(1)～(7)、(9)～(10)、(12)は、大人と子どもの選択肢は同じとみなしたが、(8)と(11)は、大人と子

どもの選択肢は異なるとみなした。その結果、５つの因子に集約できた。 

 

図表５．マスクをつけることについて感じること 

 
因子抽出法：最尤法、回転法：Kaiser の正規化を伴うバリマックス法 

因子負荷量が 0.4 以上のものを濃い網掛け、0.25 以上のものを薄い網掛けとした 

 

 

 

大人に対する選択肢 子どもに対する選択肢
つけたい

(感染対策)

つけたい

(周囲の目)

つけたくない

(暑い、面倒)

つけたい

(落ち着く、

はずかしい)

つけたくない

(コミュニケー

ション)

(06) 感染予防（自分がかからないため）のためつけたい ほかのひとからびょうきがうつりそうだから、つけたい 0.79 0.12 -0.10 0.06 -0.09

(07) 感染予防（他人に移さないため）のためつけたい ほかのひとにびょうきをうつしそうだから、つけたい 0.73 0.04 -0.09 0.21 -0.03

(12) はずすとまわりのひとにいやがられるからつけたい はずすとまわりのひとにいやがられるから、つけたい 0.13 0.58 0.08 0.23 -0.07

(10) みんなつけているからつけたい みんなつけているから、つけたい 0.04 0.58 -0.12 0.16 -0.04

ー はずすとおこられるから、つけたい 0.01 0.59 0.11 -0.23 0.02

職場・地域のルールだからつけたい ー 0.20 0.53 0.02 0.09 -0.05

ー はずかしいから、つけたい 0.03 0.18 -0.16 0.50 0.07

自分の顔が見えにくくなるからつけたい ー 0.10 0.03 -0.25 0.25 0.09

(09) 落ち着くからつけたい おちつくから、つけたい 0.03 0.11 -0.40 0.39 0.00

(01) 暑い、息苦しいからつけたくない あつい、いきぐるしいから、つけたくない -0.07 0.05 0.52 0.09 -0.03

(03) めんどくさいからつけたくない めんどくさいから、つけたくない -0.04 0.03 0.44 -0.03 0.15

(02) 周りの人とはなしをしにくいからつけたくない まわりのひととはなしをしにくいから、つけたくない 0.07 0.06 0.35 0.05 0.41

(05) 自分の顔がみてもらえないからつけたくない じぶんのかおがみてもらえないから、つけたくない -0.07 -0.03 0.01 0.02 0.40

(04) みんなはずしているからつけたくない みんなはずしているから、つけたくない -0.01 -0.02 -0.06 -0.05 0.28

累積寄与率 8.9 16.7 23.0 26.9 30.4

(11)

(08)


